
4平成 23年　広報かさま 3月号

　シンプルで分かりやすい窓口体制と事務の効率化を図るため、5課3分室から地域課、市民窓口課、
福祉課の3課に変更し、効率的・効果的な市民サービスを行います。

【地域課】（新設）
 ●庁舎の管理、行政区関係、税証明書発行、収納業務
　 （総務振興G）
 ●家庭ごみ・生活環境・上下水道等の受付、道路維持補修
 　等の相談受付（生活支援G）
【市民窓口課】
 ●戸籍、住民票、印鑑証明など各種証明書の発行（窓口G）
 ●国民健康保険・後期高齢者医療保険・医療福祉費・国民年
　金の受付・相談業務（国保年金G）
【福祉課】
 ●障害福祉・子ども福祉関係の受付業務（社会福祉G）
 ●高齢福祉関係の受付業務（高齢介護G）

支所の再編

総務振興Ｇ地　域　課

市民窓口課

福　祉　課

生活支援Ｇ

窓口Ｇ
国保年金Ｇ

社会福祉Ｇ
高齢介護Ｇ

※ 市民窓口課および福祉課の業務は、今ま
でどおりです。

問合せ　行政経営課　内線５５６

所
得
審
査
の
対
象
者
は
？

　

本
人
の
所
得
が
所
得
基
準
以
下
で

あ
る
か
否
か
で
判
定
し
ま
す
。

所
得
基
準
は
？

　

本
人
の
所
得
が
次
の
式
で
計
算
し

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

対
象
と
な
る
学
校
は
？

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校（
※
１
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
（
※
２
）
で
す
。

※ 

１　

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課

程
に
在
学
し
て
い
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。
私
立
の
各
種
学
校
に
つ
い

て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受

け
た
学
校
に
限
ら
れ
ま
す
。

※ 

２　

日
本
国
内
に
あ
る
海
外
大
学

の
分
校
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大

臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程
に
在

籍
す
る
方

承
認
を
受
け
た
期
間
は
？

○ 

未
納
の
期
間
と
は
違
い
、
障
害
基

礎
年
金
等
の
受
給
資
格
期
間
に
含

ま
れ
ま
す
。

○ 

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

　

 （
た
だ
し
、
承
認
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）

申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

① 

年
金
手
帳
（
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
）

②
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
③
認
印

【
問
合
せ
】

　

保
険
年
金
課

　
（
内
線 

１
４
１
・
１
４
２
）

　

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課

　
（
内
線 

７
２
１
０
４
）

　

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課

　
（
内
線 

７
３
１
８
２
）

納　　付 学生納付特例 未　　納
障害基礎年金・遺族基礎年金

（受給資格期間） ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）

老　　齢
基礎年金

受給資格期間 ○（入ります） ○（入ります） ×（入りません）

年金額に計算 ○（されます） ×（されません） ×（されません）

　

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
納
付
が
困
難

な
方
が
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
平
成
23
年

度
の
申
請
は
、
４
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
23
年
度
に

20
歳
を
迎
え
る
方
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
国
民
年
金
加
入
届
等
の
書
類
が

届
い
て
か
ら
、
そ
の
書
類
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金 

学
生
納
付
特
例
制
度

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います
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　平成23年４月１日から、基礎自治体としての機能を十分に発揮できる持続可能な組織体制の確立を目指
して、総務部、保健衛生部、都市建設部、各支所の再編を行います。

【再編のポイント】
　①行政課題を解決し重点事務事業を効果的に達成す
　　るための体制整備
　②市民に分かりやすく簡素化された組織の実現
　③合理的で効率的な組織の実現

市役所の組織機構が変わります！市役所の組織機構が変わります！

　これまで本所および支所で担当してきた道路管理の窓口や各種公共施設等の建設および維持管理の
業務を効率化するため、５課（本所３課支所２課）から本所３課に再編します。
【建設課】（新設）
 ●国県事業の調整・促進（事業調整Ｇ）
 ●建造物の修繕・改修・新設（営繕Ｇ）
 ●各地区の道路・橋梁の新設・改良、交通安全施設の整備（整備Ｇ）
【管理課】（新設）
 ●市道認定、道路・橋梁・河川の維持・管理（道路管理Ｇ）
 ●土地情報の管理（用地管理Ｇ）
 ●市営住宅・駅自由通路および駅前広場・都市公園等の
   施設の維持・管理（施設管理Ｇ）
【都市計画課】
 ●用途地域・道路等の都市計画の策定（計画Ｇ）
 ●開発行為の審査および許可（開発G）
 ●土地区画整理事業の推進、公園・街路等（駅前広場を
　 含む）の整備（施設Ｇ）

事業調整Ｇ建　設　課

管　理　課

都市計画課

営繕Ｇ
整備第１Ｇ（友部）
整備第２Ｇ（笠間）
整備第３Ｇ（岩間）

道路管理Ｇ
用地管理Ｇ
施設管理Ｇ

計画Ｇ
開発Ｇ
施設Ｇ

　国民健康保険の資格や給付と一体となった賦課および徴収事務を行うことで、被保険者の理解を得ながら国民健
康保険税の収納率を向上させ、負担の公平性を確保します。
【保険年金課】
 ●国民健康保険税の収税・徴収業務（国保税Ｇ）新設
【健康増進課】
 ●各種助成事業や各センターの維持管理
　 （総務管理Ｇ）新設
 ●保健および医療に係る企画業務、市立病院の改革
　 （健康企画Ｇ）新設
※保健予防等の各種保健サービスについては、これまで
　どおり、３保健センターで行います。

国保Ｇ保険年金課

健康増進課

市立病院

年金医療Ｇ
国保税Ｇ

総務管理Ｇ
健康企画Ｇ

健康予防Ｇ
健康支援Ｇ
健康予防Ｇ
健康予防Ｇ

友部保健センター

笠間保健センター
岩間保健センター

　総務部を５課１室から３課２室へ再編し、内部管理機能の効率化、市税をはじめとする市の収入の
確保を実現する組織体制の強化を図ります。
【総務課】
 ●庁舎等施設の維持管理、公用車の管理（管財Ｇ）新設
【税務課】
 ●市税の収納業務（収税Ｇ）新設
【納税等特別対策室】（新設）
 ●徴収業務の統括、滞納整理、滞納処分業務

総務Ｇ総　務　課

財　政　課

文書法制Ｇ
管財Ｇ

財政Ｇ

税制資産Ｇ
市民法人税Ｇ
収税Ｇ納税等特別対策室

契約検査室

税　務　課

都市建設部の再編

保健衛生部の再編

総務部の再編

※ 組織機構図の　　　　は、今回新設する課・室・グルー
プまたは組織上の位置づけが変わる部署です。
※組織機構図のＧはグループの略です。
※業務は、主なものを記載しています。




